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温
泉
街
の
再
生
に
向
け
て
、
長
門

湯
本
温
泉
で
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
地
域
の
中
心
と
な
っ

て
き
た
恩
湯
も
、
ま
さ
に
生
ま
れ
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
門
湯
本
温
泉
は
、
住
吉
大
明
神

の
神
託
に
よ
り
大
寧
寺
住
職
に
よ
っ

て
発
見
・
開
湯
さ
れ
、
約
600
年
の
歴

史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
恩
湯

は
、
大
衆
の
湯
と
し
て
地
域
で
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
姿
は
時
代
や
周
囲
の
風
景
と

と
も
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
ネ
オ
ン

管
が
印
象
的
な
赤
瓦
屋
根
の
恩
湯

も
、
過
去
に
は
洋
館
の
よ
う
な
建
物

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
域
に
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愛
さ
れ
な
が
ら
少
し
ず
つ
形
を
変
え

て
い
っ
た
恩
湯
は
、
近
年
で
は
建
物

が
老
朽
化
し
た
こ
と
か
ら
、
湯
本
温

泉
街
の
再
生
の
一
環
と
し
て
、
建
て

替
え
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
て
替
え
と
同
時
に
、
建
物
の
下

に
あ
っ
た
泉
源
の
状
態
も
調
査
し
ま

し
た
。
泉
源
に
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
慎
重
に
解
体
し
て
調
査
す
る
と
、

岩
盤
か
ら
温
泉
が
湧
き
出
て
い
る
と

い
う
全
国
的
に
も
珍
し
い
泉
源
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
、
貴
重
な
泉
源
を
含
め
て
、
こ

の
歴
史
あ
る
恩
湯
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
、
地
元
の
若
手
が
立
ち
上
が
っ

て
新
し
い
恩
湯
を
作
る
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
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地
域
の
資
源
は
昔
か
ら
ず
っ
と
あ

る
の
が
当
た
り
前
に
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
何
も
し
な
い
ま
ま
だ

と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
地
域
の
宝
を

大
切
に
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

と
・
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
取
組
は

ど
の
地
域
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

地
域
に
刻
ま
れ
て
き
た
温
泉
の
歴
史

〜
今
、
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
恩
湯
〜

は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

市
で
は
、
地
域
で
身
近
に
介
護
予

防
を
広
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は
つ

ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
、

　

お
お
む
ね
全
日
程
出
席
で
き
る
人

■
日
程
・
内
容　

全
５
回
の
講
座　

　

10
：
00
〜
12
：
00

・
第
１
回　

8
／
９

（木）

　

介
護
予
防
、
サ
ロ
ン
な
ど
地
域
の

　

活
動
紹
介
、
介
護
予
防
の
体
操

・
第
２
回　

8
／
22 

（水）

　

認
知
症
予
防
の
脳
活
性
レ
ク
リ

上
級
救
命
講
習受

講
者
募
集

■
日
時　

８
／
25 

（土）９
：
00
〜
17
：
00

（
受
付　

８
：
30
〜
）

■
場
所  

長
門
市
消
防
本
部
３
階
講
堂

街
頭
献
血
＆キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

■ 

開
催
日
／
時
間
／
場
所

　

８
／
８ 

 （水）　
　

10
：
00
〜
12
：
00

　
　
　
　
　
　
　

13
：
15
〜
16
：
00

ウ
ェ
ー
ブ
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
９
：
30
〜
）

　

保
育
園
児
お
遊
戯
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽

　

選
会
、
観
光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
よ

　

る
献
血
協
力
の
呼
び
か
け
な
ど

■ 

献
血　

 

・
400 

ml
限
定
の
献
血
を
行
い
ま
す

 

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳
、

　

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ  

福
祉
課
地
域
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
５

コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
を

　

平
成
30
年
６
月
18
日
に
発
生
し
た

大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に

よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

倒
壊
被
害
に
よ
り
、
被
災
地
で
死
亡

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
同
様
に
、
建
築

基
準
法
に
適
合
し
な
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
存
在
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
塀
の
所
有
者
な
ど
に

お
い
て
は
、
次
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
参
考
に
安
全
点
検
を
実
施
し
、

速
や
か
に
安
全
対
策
を
行
わ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

□
塀
の
高
さ
は
地
面
か
ら
2.2 

m
以
下
か

□
塀
の
厚
さ
は
10 

cm
以
上
か 

　
（
塀
の
高
さ
が
２
m
超
2.2 

m
以
下

　

の
場
合
は
15 

cm
以
上 

）

□
塀
の
高
さ
が
1.2 

m
を
超
え
て
い
る

　

場
合
、
塀
の
長
さ
3.4 

m
以
下
ご
と

　

に
、
塀
の
高
さ
5
分
の
１
以
上
の

　

突
出
し
た
控
え
壁
が
あ
る
か 

□
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
あ
る
か

□
塀
に
傾
き
、
ひ
び
割
れ
は
な
い
か

□
塀
に
鉄
筋
は
入
っ
て
い
る
か

※
出
典　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
地
震
か

　

ら
わ
が
家
を
守
ろ
う
」
日
本
建
築

　

防
災
協
会2013.1

よ
り
一
部
改

　

長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
中
で
建
て
替
え
が
決
ま
っ
た

「
恩
湯
」。
そ
の
施
設
整
備
・
運
営
事

業
を
担
う
の
が
、
市
内
の
旅
館
や
飲

食
店
経
営
者
で
組
織
す
る
長
門
湯
守

株
式
会
社
で
す
。
現
在
、
平
成
31
年

11
月
の
開
業
を
目
標
に
設
計
な
ど
の

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
湯
本
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

恩
湯
を
地
元
の
手
で
守
り
た
か
っ

た
」
と
大
谷
代
表
。
地
元
の
有
志
に

声
を
か
け
、
恩
湯
等
施
設
整
備
・
運

営
事
業
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
公
開
ヒ

ア
リ
ン
グ
・
審
査
会
を
経
て
優
先
交

渉
者
と
し
て
決
定
し
、「
大
事
な
恩
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長門湯守株式会社代表取締役。趣味・
特技：おやじギャグ、鼻を動かす
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生
活
者
に
愛
さ
れ
る
恩
湯
を
目
指
し
て

 

長
門
湯ゆ

守も
り

株
式
会
社

　

平
成
30
年
７
月
１
日
付
で
経
済
産

業
省
の
職
員
、
田
村
富
昭
氏
が
長
門

市
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
村
理
事
は
平
成
17
年
に
経
済
産

業
省
に
入
省
、
産
業
技
術
環
境
局
環

境
指
導
室
、
地
域
技
術
課
、
経
済
産

業
政
策
局
企
業
行
動
課
な
ど
を
歴
任

し
て
い
ま
す
。

　

長
門
市
で
は
長
門
湯
本
温
泉
観
光

ま
ち
づ
く
り
事
業
担
当
と
し
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
取
り
ま
と
め

な
ど
総
合
調
整
役
の
ほ
か
、
市
長
の

特
任
事
項
に
つ
い
て
担
当
し
ま
す
。

　

エ
ー
シ
ョ
ン

　

講
師　

作
業
療
法
士

・
第
３
回　

９
／
６

（木）

　

体
力
チ
ェ
ッ
ク
、
簡
単
に
取
り
組

　

め
る
運
動
、
こ
ろ
ば
ん
体
操

　

講
師　

健
康
運
動
指
導
士

・
第
４
回　

９
／
20 

（木）

　

認
知
症
の
理
解
、
接
し
方

　

講
師　

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

・
第
５
回　

10
／
４

（木）

　

交
流
会
、
高
齢
期
の
栄
養
バ
ラ
ン

　

ス
、
食
事
（
試
食
）

■
募
集
人
員　

20
人
程
度

■
場
所　

地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン

　

タ
ー
２
階
（
応
急
診
療
所
併
設
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切　

8
／
７

（火）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
23
‐
１
２
４
４

■
内
容

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
、

　

異
物
除
去
法
、
止
血
法
、
外
傷
の

　

手
当
や
搬
送
法
な
ど
の
応
急
手
当

■
受
講
料　

無
料

■
修
了
証　

所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

を
修
了
し
、
一
定
の
技
能
を
習
得

　

さ
れ
た
人
に
は
修
了
証
を
交
付
し

　

ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

■
申
込
期
限　

８
／
17 

（金）

※
申
込
状
況
に
応
じ
て
、
早
期
に
締

　

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

℡
22
‐
５
２
９
５

湯
を
預
か
る
こ
と
に
な
り
、
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
」
と
伊
藤
代

表
。「
岩
盤
か
ら
温
泉
が
湧
き
出
る

自
然
湧
出
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か

し
た
施
設
整
備
や
地
域
食
材
を
使
っ

た
飲
食
物
販
、
川
床
や
広
場
を
活
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
利
用
者
に
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指
し

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
恩
湯
は
地
域
の
環
境
資
本
で
あ

り
、
素
晴
ら
し
い
温
泉
を
守
る
こ
と

が
、
次
代
を
継
ぐ
私
た
ち
の
責
務
と

考
え
て
い
ま
す
。
湯
本
温
泉
だ
か
ら

こ
そ
創
出
で
き
る
も
の
を
実
現
し
、

生
活
者
に
末
永
く
愛
さ
れ
る
恩
湯
を

目
指
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

15

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

建
築
住
宅
課
ま
た
は
建
築
の
専
門
家

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

建
築
住
宅
課
建
築
係

　

℡
23
‐
１
１
４
９

▲明治後期の恩湯（かやぶきの左隣の建物） ▲昭和初期の恩湯 ▲昭和30年代の恩湯

経
済
観
光
部
理
事
に 

田
村
富
昭
氏


